
阿賀野市AIオンデマンドバス
運行事業 （中間報告）

令和７年３月２６日阿賀野市地域公共交通協議会
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資料２



AIオンデマンドバスの概要

平日午前7:00～午後6:00

運賃 １乗車100円

運行時間

電話またはWeb（スマートフォン）からの予約で希望の時間帯に

希望のバス停からバス停まで乗車できる。

初回利用の際には無料の利用者登録が必要。

利用者登録はWebまたは市役所総務課（電話/窓口）にて受付
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AIオンデマンドバス現在の利用状況
■登録者数（令和７年２月２８日時点）

６１４人（内訳電話予約のみの登録：301名 Web予約登録：313名）

■利用者数

・延べ利用者数（10/1～2/28）6,549人

（内 10月1,448人 11月 1,128人 12月1,370人 1月1,306人 ２月1,297人）

・１日平均利用者数 72.1人 ※目標値 96.8人

3



1471 1523 1462

1657

1183

1468 1448

1128

1370 1306

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

R6.4月 R6.5月 R6.6月 R6.7月 R6.8月 R6.9月 R6.10月 R6.11月 R6.12月 R7.1月

移行前5路線・AIオンデマンドバス乗客数の推移

乗客数

AIオンデマンドバス現在の利用状況

■AIオンデマンドバス

R6.10月 R6.11月 R6.12月 R7.1月R5.10月 R5.11月 R5.12月 R6.1月

１４４８

１１２８

１３７０ １３０６

１６３７
１５７４

１９８７ １９４０

■移行前5路線

4

R7.2月R6.2月

１２９７

２０３２



令和７年２月２８日時点

(R6.10.1-R7.2.28)

「10歳～」の利用者には

冬季スクールバス

の利用者も含まれて

います。
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※利用登録者の内、R6.10.1から一度でも
AIオンデマンドバスを利用されたことのある方が対象

令和７年２月２８日時点
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令和７年２月２８日時点

出発バス停

利用上位順
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令和７年２月２８日時点

到着バス停

利用上位順
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令和７年２月２８日時点

(R6.10.1-R7.2.28)

〔例〕

Aさんが当日の朝の１０時に予約し、同乗者２名と当日の午後３時に出発した場合、このグラフで

は「当日（２時間以上前）」に１件分が加算されます。（同乗者分は加算されません。）
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令和７年２月２８日時点

〔例〕

女性であるAさんが10月1日に同乗者２名と往復で2回、10月3日に同乗者１名と片道で１回

利用した場合、このグラフでは「１０月」の「女性」に予約した件数の合計である３件分が加算

されます。（同乗者分は加算されません。） 10



令和７年２月２８日時点
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※定期予約は、１２月～３月に実施している冬季スクールバスの予約の内、一括

予約システムを使用して入力したものとなります。
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予約お断り率

※お断り数のカウントについて ：Aさんが電話またはスマホPCで、10/1の9:00から行きの便、

16:00から帰りの便の予約希望をされた場合、行き帰りの両方とも予約が成立しなかった時のみ、

10/1にお断り数「１件」とカウントしています。

１０月 １１月 １２月 １月 ２月
全期間

（10月-２月）

予約希望数 1,535 1,346 1,503 1,400 1,393 7,177

お断り数 218 177 208 133 136 872

予約成立数 1,317 1,169 1,295 1,267 1,257 6,305

お断り率 14.2% 13.2% 13.8% 9.5% 9.8% 12.1%
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【苦情・課題・問題点及び対応策】

１．予約時間よりバスが遅れてきた

＜苦情の主な原因（要因）＞

①遅延が一度生じると全てに影響がでる。

②高齢者の方の乗降時に要する時間が、見込んでいた

時間以上だった。

＜対応策＞

乗降時に要する時間等の設定を変更し、移動時間に余裕

をもたせた。

２．バスが来なかった

＜苦情の主な原因（要因）＞

①運転手の誤ったタブレット操作による予約の誤認。

②利用者の予約時間や乗車するバス停の間違い。

＜対応策＞

運行事業者、運転手への指導並びに予約時の利用者へ

復唱による注意喚起

３．運転手の態度や言動

＜苦情の主な原因（要因）＞

運転手の不適切な言動により利用者に不快、不満を感じ

させた。

＜対応策＞

事実確認を行い運行事業者、運転手への注意・指導を

行うとともに接遇研修を実施。

４．コールセンターに地名（バス停）が伝わらない

＜苦情の主な原因（要因）＞

コールセンターの職員が、市外在住者のため地名が

分からなかった。

＜対応策＞

マップ上でバス停を検索できる仕組みを作成し提供した。
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【苦情・課題・問題点及び対応策】

５．バス停の場所が変更になり不便（遠く）なった。

＜苦情の主な原因（要因）＞

京ヶ瀬、笹神地区のバス停を変更（集会所）に変更したことによる。

＜対応策＞

自治会内で検討し、移設を希望する自治会について移設した。その他については、一自治会バス停は一か所の方針であるこ

と、また、今後の本格導入時に検討することを説明し、理解を求めた。

【好意的な意見】

１．最初、予約は手間だと感じたが、慣れてしまえば移動の自由度が高く、好きな時間に

好きな場所に行ける便利さに気づいた。

２．初めて「道の駅あがの」に行くことができた。


